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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】既設の埋込ボックスに化粧枠パネルを使用して
小型化された受信機等の機器を埋込設置する場合の位置
決め及び組付けを簡単且つ容易に行う。
【解決手段】壁面に設置された既設の埋込ボックス１０
にサイズの小さい受信機１６を埋込み設置する。化粧枠
パネル１４の受信機収納穴１４ａに固定した受信機１６
を、アダプタ１２を介して埋込ボックス１０の内部背面
に設けた取付アングル２０に固定する。アダプタ１２は
、一対の縦桟２２と一対の横桟２４を交差配置して井桁
状に固定した部材である。埋込ボックス１０の内部下面
に載置した状態で、アダプタ１２の下側には脚部材３４
を設ける。脚部材３４は、埋込ボックス１０の内部下面
に載置した状態でアダプタ１２を埋込ボックス１０内に
起立すると共に、アダプタ１２を埋込ボックス１０に取
付固定した状態で、化粧枠パネル１４と固定した受信機
１６を案内して位置決めする。
【選択図】図２



(2) JP 2016-110521 A 2016.6.20

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁面に設置された矩形開口を有する既設の埋込ボックスに、前記矩形開口によりサイズ
の小さい機器を埋込み設置する機器設置構造に於いて、
　前記埋込ボックスの矩形開口と前記受信機との間の隙間を塞ぐように前記埋込ボックス
の開口前部に配置され、前記受信機を略面一となるように収納して固定する受信機収納穴
を形成した化粧枠パネルと、
　奥行方向となる後方に前記埋込ボックスの内部背面に固定するボックス取付部を設ける
と共に、前方に前記化粧枠パネルの受信機収納穴に固定した前記受信機を固定する受信機
取付部を設けたアダプタと、
を備え、
　前記アダプタは、更に、前記埋込ボックスの内部下面に載置した状態で前記アダプタを
前記埋込ボックス内に起立すると共に、前記アダプタを前記埋込ボックスに取付固定した
状態で、前記化粧枠パネルと固定した前記受信機を案内して位置決めする脚部材を備えた
こと特徴とする機器設置構造。
　
【請求項２】
　請求項１記載の機器設置構造に於いて、
　前記アダプタの前記脚部材は、前方に開くコ字形に屈曲した所定高さのサイドプレート
部分を両側にもつプレート脚部材であり、前記サイドプレート部分の上端を、前記化粧枠
パネルと固定した前記受信機を案内して位置決めするガイド部としたことを特徴とする機
器設置構造。
　
【請求項３】
　請求項１又は２記載の機器設置構造に於いて、
　前記アダプタは、
　一対の縦桟と一対の横桟を交差配置して井桁状に固定し、
　前記一対の縦桟の上下に、前記埋込ボックスから起立した取付アングルに固定するボッ
クス取付部を起立して形成し、
　前記一対の横桟に、前記受信機の背面を固定する受信機取付部を起立して形成し、
　前記下側の横桟に前記脚部材を固定したことを特徴とする機器設置構造。
　
【請求項４】
　請求項１記載の機器設置構造に於いて、前記化粧枠パネルは、前記受信機収納穴の奥行
き方向に、前記受信機の収納位置を決める支持部材を延在して設けたことを特徴とする機
器設置構造。
　
【請求項５】
　請求項１記載の機器設置構造に於いて、前記機器は、受信機、制御盤、消火栓装置、又
はカードリーダを含むことを特徴とする機器設置構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、壁面に設置された既設の埋込ボックスにリニューアルされた小型の受信機等
の機器を埋込み設置する機器設置構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、規模の小さい施設に設置する火災報知設備で使用しているＰ型１級受信機やＰ型
２級受信機等にあっては、管理人室の壁面等に設けた埋込ボックスに受信機を埋込設置し
ている場合があり、設置からの年数が耐用年数に近づいた場合には、受信機を新品に交換
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するリニューアル工事を行っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開昭６２－８１１９８号公報
【特許文献２】特開平９－１９０５８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、埋込設置した受信機のリニューアル工事にあっては、既設の受信機に対し交
換する新たな受信機は、小型化及び高機能化が図られており、既設の埋込ボックスをその
まま使用して埋込み設置することができない。
【０００５】
　このため、既設の埋込ボックスを取り外して新たな受信機に対応した埋込ボックスに交
換する必要があるが、埋込ボックスの交換には建物の改修工事を伴うことから、リニュー
アルの工事に時間がかかり、コストも高くなる問題がある。
【０００６】
　そこで、既設の埋込ボックスを使用して小型化された新たな受信機を埋込設置する必要
があり、例えば、埋込ボックス内の背面に設けている取付アングルに、受信機の前面を壁
面と面一となるように、間隔調整部材を入れて受信機を固定し、また受信機と埋込ボック
スの開口との間に生じた隙間に、化粧枠パネルを配置することが考えられる。
【０００７】
　しかしながら、化粧枠パネルを使用して既設の埋込ボックスに受信機を埋込み設置する
場合には、埋込ボックスの開口に面一となるように受信機及び化粧枠を位置決めした状態
で埋込ボックス内の取付アングルに受信機を固定する必要があり、その配置構造を工夫し
ないと、設置作業が煩雑で、手間と時間がかかる問題がある。
【０００８】
　本発明は、既設の埋込ボックスに化粧枠パネルを使用して小型化された受信機等の機器
を埋込設置する場合の位置決め及び組付けを簡単且つ容易に行うことを可能とする機器設
置構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
（機器設置構造）
　本発明は、壁面に設置された矩形開口を有する既設の埋込ボックスに、矩形開口よりサ
イズの小さい受信機を埋込み設置する機器設置構造に於いて、
　埋込ボックスの矩形開口と受信機との間の隙間を塞ぐように埋込ボックスの開口前部に
配置され、受信機を略面一となるように収納して固定する受信機収納穴を形成した化粧枠
パネルと、
　奥行方向となる後方に埋込ボックスの内部背面に固定するボックス取付部を設けると共
に、化粧枠パネルの受信機収納穴に固定した受信機を固定する受信機取付部を前方に設け
たアダプタと、
を備え、
　アダプタは、更に、埋込ボックスの内部下面に載置した状態でアダプタを埋込ボックス
内に起立すると共に、アダプタを埋込ボックスに取付固定した状態で、化粧枠パネルと固
定した受信機を案内して位置決めする脚部材を備えたこと特徴とする。
【００１０】
　（脚部材の構造）
　アダプタの脚部材は、前方に開くコ字形に屈曲した所定高さのサイドプレート部分を両
側にもつプレート脚部材であり、サイドプレート部分の上端を、化粧枠パネルと固定した
受信機を案内して位置決めするガイド部とする。
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【００１１】
　（アダプタの構造）
　アダプタは、
　一対の縦桟と一対の横桟を交差配置して井桁状に固定し、
　一対の縦桟の上下に、前記埋込ボックスから起立した取付アングルに固定するボックス
取付部を起立して形成し、
　一対の横桟に、受信機の背面を固定する受信機取付部を起立して形成し、
　下側の横桟に脚部材を固定する。
【００１２】
　（化粧枠パネル部材の受信機位置決め）
　化粧枠パネルは、受信機収納口の奥行き方向に、受信機の収納位置を決める支持部材を
延在して設ける。
【００１３】
　（機器）
　機器設置構造の対象となる機器は、受信機、制御盤、消火栓装置、又はカードリーダ等
を含む。
【発明の効果】
【００１４】
（機器設置構造による効果）
　本発明は、壁面に設置された矩形開口を有する既設の埋込ボックスに、矩形開口よりサ
イズの小さい受信機を埋込み設置する機器設置構造に於いて、埋込ボックスの矩形開口と
受信機との間の隙間を塞ぐように埋込ボックスの開口前部に配置され、受信機を略面一と
なるように収納して固定する受信機収納穴を形成した化粧枠パネルと、奥行方向となる後
方に埋込ボックスの内部背面に固定するボックス取付部を設けると共に、化粧枠パネルの
受信機収納穴に固定した受信機を固定する受信機取付部を前方に設けたアダプタと、を備
え、アダプタは、更に、埋込ボックスの内部下面に載置した状態でアダプタを埋込ボック
ス内に起立すると共に、アダプタを埋込ボックスに取付固定した状態で、化粧枠パネルと
固定した受信機を案内して位置決めする脚部材を備えるようにしたため、埋込ボックスと
受信機との間に、両者を別々に固定するアダプタを配置したことで、既設の埋込ボックス
に対する受信機の組込み位置がアダプタの介在により一義的に決まり、簡単に適切な位置
関係による組込み設置を可能とする。
【００１５】
　また、アダプタは、既設の埋込ボックス内に入れた場合に、脚部材により埋込ボックス
内に起立し、アダプタを手で支えることなく脚部で起立しているアダプタを動かすことで
、ねじ止め固定に必要なアダプタの位置合わせを簡単に行うことを可能とする。
【００１６】
　更に、アダプタを埋込ボックスに取付固定した状態で、脚部材は化粧枠パネルと固定し
た受信機を案内して位置決めするガイド機能を備えることで、ねじ止め固定に必要な受信
機の位置合わせを簡単に行うことを可能とする。
【００１７】
　また、既設の埋込ボックスを活用(再利用)するため、設置の効率化や廃棄部品の削減と
なり、環境負荷を軽減できる。
【００１８】
　（脚部材の構造による効果）
　また、アダプタの脚部材は、前方に開くコ字形に屈曲した所定高さのサイドプレート部
分を両側にもつプレート脚部材であり、サイドプレート部分の上端を、化粧枠パネルと固
定した受信機を案内して位置決めするガイド部としたため、サイドプレート部分の下端が
脚部として機能し、サイドプレート部分の上端が受信機ガイド部として機能し、簡単なプ
レート形状で脚部とガイド部の機能を実現可能とする。
【００１９】
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　（アダプタの構造）
　また、アダプタは、一対の縦桟と一対の横桟を交差配置して井桁状に固定し、一対の縦
桟の上下に、前記埋込ボックスから起立した取付アングルに固定するボックス取付部を起
立して形成し、一対の横桟に、受信機の背面を固定する受信機取付部を起立して形成し、
下側の横桟に脚部材を固定するようにしたため、井桁状に構成することで、プレート状に
構成した場合に比べ、使用材料を低減して軽量化とコスト低減を図ることを可能とする。
【００２０】
　（化粧枠パネル部材の受信機位置決めによる効果）
　また、化粧枠パネルは、受信機収納穴の奥行き方向に、受信機の収納位置を決める支持
部材を延在して設けるようにしたため、受信機を化粧枠パネルの受信機収納穴に前方から
組み入れることで、両者の取付け位置関係が一義的に決まり、受信機と化粧枠パネルの前
面を簡単に面一に位置合わせ可能とする。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】既設の埋込ボックスに受信機を埋込設置した状態を示した正面図
【図２】受信機設置構造を分解して示した説明図
【図３】受信機設置構造を分解して側面から示した説明図
【図４】受信機設置構造を分解した横断面を平面から示した説明図
【図５】アダプタを取り出して示した説明図
【図６】アダプタの組立分解構造を示した説明図
【図７】埋込ボックスに固定したアダプタに、化粧枠パネルを固定した受信機を組込み固
定する状態を示した説明図
【図８】アダプタを固定した埋込ボックスを正面から示した説明図
【図９】受信機設置構造を断面で示した説明図
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　［機器設置構造の概要］
　図１は既設の埋込ボックスに受信機を埋込設置した状態を示した正面図、図２は受信機
設置構造を分解して示した説明図、図３は受信機設置構造を分解して側面から示した説明
図、図４は受信機設置構造を分解した横断面を平面から示した説明図、図５はアダプタを
取り出して示した説明図、図６はアダプタの組立分解構造を示した説明図 図７は埋込ボ
ックスに固定したアダプタに、化粧枠パネルを固定した受信機を組込み固定する状態を示
した説明図、図８はアダプタを固定した埋込ボックスを正面から示した説明図、図９は受
信機設置構造を断面で示した説明図である。
【００２３】
　図１に示すように、本実施形態の受信機設置構造にあっては、壁面１８に埋設設置して
いる既設の埋込ボックス１０に対し、その矩形開口１０ａよりサイズの小さいリニューア
ルする受信機１６を、化粧枠パネル１４により隙間を塞いで埋込設置している。
【００２４】
　図１の機器設置構造は、図２乃至図４に機器設置構造を分解して示すように、埋込ボッ
クス１０、アダプタ１２、化粧枠パネル１４及び受信機１６に分かれる。
【００２５】
　［アダプタの構造］
　図５及び図６に示すように、アダプタ１２は、一対の縦桟２２、一対の横桟２４、４個
の受信機取付部３０及び脚部材３４により構成している。縦桟２２は、上端及び下端を屈
曲してボックス取付部２２ａ，２２ｂを形成しており、上端のボックス取付部２２ａには
ダルマ穴２６を形成し、下端のボックス取付部２２ｂには通し穴２８を形成している、
　一対の縦桟２２と横桟２４は井桁状に配置して溶接等により固定している。上下に位置
する横桟２４の４カ所にはＬ形に屈曲した受信機取付部３０を溶接等により固定し、受信
機取付部３０にはねじ穴３２を形成している。
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【００２６】
　下側に位置する横桟２４には下側に降ろすように脚部材３４を固定している。脚部材３
４は、平面から見て前方にコ字形に開くように屈曲したプレート脚部材であり、脚本体３
４ａの両側から前方にサイドプレート部分３４ｂを延在し、脚本体３４ａの上部を下側の
横桟２４に溶接等で固定している。
【００２７】
　脚部材３４におけるサイドプレート部分３４ｂの下端３４ｃは、脚本体３４ａの下端と
共にアダプタ１２を起立状態に保つ脚部として機能する。また、脚部材３４におけるサイ
ドプレート部分３４ｂの上端３４ｄは、化粧枠パネル１４に固定した受信機１６を埋込ボ
ックス１０の中に組み込む場合の位置決めガイド部として機能する。
【００２８】
　アダプタ１２の埋込ボックス１０に対する組付け固定は、図７及び図８に示すように、
埋込ボックス１０の矩形開口１０ａから内部にアダプタ１２を入れ、この状態でアダプタ
１２の脚部材３４により埋込ボックス１０内で起立する。
【００２９】
　一方、アダプタ１２の組付け固定に先立ち、埋込ボックス１０内部の背面１０ｂに設け
た上側２箇所の取付アングル２０のねじ穴には、予めねじ頭部を浮かせた状態にねじ４２
をねじ込んでおり、埋込ボックス１０内に起立しているアダプタ１２を手で軽く持ち上げ
、縦桟２２の上端のボックス取付部２２ａに設けたダルマ穴２６を、取付アングル２０に
ねじ込んでいるねじ４２のねじ頭部に通して嵌め入れて位置決めし、この状態で上下４箇
所をねじ４２により固定することで、図７に示す固定状態が得られる。
【００３０】
　［受信機と化粧枠パネル］
　図２乃至図４に示すように、化粧枠パネル１４は、受信機１６のサイズに対応した矩形
の受信機収納口１４ａを形成しており、受信機収納口１４ａの上端及び下端から奥行方向
にアングル枠部材を使用した支持部材３６を固定し、支持部材３６の両側から横から見て
コ字形に先端を屈曲した支持部３８を設け、支持部３８には通し穴４０を設けている。
【００３１】
　受信機１６の化粧枠パネル１４に対する組付け固定は、化粧枠パネル１４の受信機収納
穴１４ａに前方から受信機１６を嵌め入れると、受信機１６の本体１６ｂの外側背面が化
粧枠パネル１４の支持部３８に当接し、この当接位置で、受信機１６の扉１６ａが化粧枠
パネル１４の外表面と面一となるように位置決めされる。
【００３２】
　続いて、化粧枠パネル１４の支持部３８の通し穴４０を通して、ねじ４４を受信機１６
の本体１６ｂの背面に形成したねじ穴にねじ込むことで、図７に示すように、化粧枠パネ
ル１４に受信機１６を組付け固定することができる。
【００３３】
　［埋込ボックスに対する受信機の取付け固定］
　図７に示すように、埋込ボックス１０にアダプタ１２を取付固定し、また、化粧枠パネ
ル１４に受信機１６を取付固定したら、化粧枠パネル１４と受信機１６の組立体を埋込ボ
ックス１０の矩形開口１０ａから内部に差し入れる。
【００３４】
　この場合、受信機１６における本体１６ｂの下面がアダプタ１２の脚部材３４に設けた
両側のサイドプレート部分３４ｂの上端３４ｄに乗って案内されながら入り、これにより
、図８に示すように、アダプタ２２の４カ所に設けている受信機取付部３０のねじ穴３２
に対する受信機１６の背面４カ所に設けた通し穴が位置決めされ、図７に示すように、受
信機１６の扉１６ａを開いて本体１６の背面に形成している通し穴にねじ４６を通してア
ダプタ１２の受信機取付部３０のねじ穴３２にねじ込むことで、図９に示すように、受信
機１６を埋込ボックス１０内に組込み固定することができる。
【００３５】
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　［本発明の変形例］
　なお、上記のアダプタとしては、少なくとも後方に複数カ所のボックス取付部を設ける
と共に前方に複数カ所の受信機取付部を設けた構造であれば良く、上記の実施形態の井桁
構造に限定されず、例えば矩形中抜きの枠構造であっても良い。
【００３６】
　また、アダプタに設けた脚部材も、上端に受信機ガイド部をもつ構造であれば、上記の
実施形態に限定されず、アダプタを起立可能とする適宜の構造で良い。
【００３７】
　また、受信機と化粧枠パネルの取付け構造も上記の実施形態に限定されず、適宜の構造
で良い。
【００３８】
　また、上記の実施形態は、機器設置構造として受信機を例にとるものであったが、これ
以外に壁面に設置した埋込ボックスに設置する機器として、制御盤、消火栓装置、又はカ
ードリーダ等の設置構造についても、同様に適用可能とする。
【００３９】
　また、本発明は、その目的と利点を損なうことのない適宜の変形を含み、更に上記の実
施形態に示した数値による限定は受けない。
【符号の説明】
【００４０】
１０：埋込ボックス
１０ａ：矩形開口
１０ｂ：背面
１２：アダプタ
１４：化粧枠パネル
１４ａ：受信機収納口
１６：受信機
１６ａ：扉
１６ｂ：本体
１８：壁面
２０：取付アングル
２２：縦桟
２２ａ，２２ｂ：ボックス取付部
２４：横桟
２６：ダルマ穴
２８：通し穴
３０：受信機取付部
３２：ねじ穴
３４：脚部材
３４ａ：脚本体
３４ｂ：サイドプレート部分
３４ｃ：下端
３４ｄ：上端
３６：支持部材
３８：支持部
４０：通し穴
４２，４４，４６：ねじ
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